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第２学年○組　　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　
指導者　○　○　○　○　　
１　主　題　名　　　うそと正直　　Ａ　正直　誠実
２　主題設定の理由
(1) 価値観
集団生活を送ったり，人と関わったりするためには，正直な心が大切である。表面上では，うそやごまかしはいけないと言うが，実際には，自分の都合のいいように話したり行動したりすることも多い。だからこそ，失敗や過ちを素直に認め，いつも明るい心で生活できるよう正直でありたいという心情を育てたい。
　(2) 児童観

本学級の児童は，明るく元気で活動的な児童が多い。日常生活の中で，善とされるモラルについてもよく理解し，どんな行動がよりよいものか頭の中では分かっている。しかし，友達と活動する中で，自分の失敗をごまかしたり，失敗に気付いたものの，誠実に謝れなかったり，本当のことが言えず，その場から逃げたりしてしまう児童もいる。そこで，うそをついたり，ごまかしたりせず正直に生きようとする態度を培うことができるようにしたい。
 (3) 教材観
欲張りな主人公さるへいが，柿を独占しようと考えて立て札を立てる。しかし，その立て札には，自分の心が見透かされているような言葉を書かれてしまう。さるへいの行動を読んで，自分だけ得をしようという考えが，よくないと気付かせることで，正直に生活するよさを知るのに適した資料である。
３　本時のねらい

　ｏうそをついたりごまかしたりしないで，明るい心で生活しようとする心情を育てる。
４　準備・教材
ｏ教材名「さるへいと　立てふだ」　　出典「新しいどうとく　２」（東京書籍）
ｏ教師･･････場面絵，立て札,うそと正直を表す掲示用数直線
ｏ児童･･････心みつけのノート
５　関　　連

　　道徳　「金のおの」（正直　誠実）

６　学習指導過程
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	導　　　
入

展
開
展
開
　
　　　　　　　終
末
	１　うそをつかれたり，ごまかされたりしたときの気持ちを思い出す。
・鬼ごっこでタッチしたのに，されていないと言われて，くやしい。
・からぶきを１マスずつふかない人がいて腹が立った。
２  資料を聞いて話し合う。

・一人で食べたかったから。
・他のさるには，あげたくないから。
・欲張りだから。
・全部，自分で食べようと思ったから。

　 ・だれがやったのかな。
・やめてほしい。
・ぼくの柿がなくなっちゃう。
・立て札を書き直そう
・ばれているのかな。


・本当はいやだな。
・ぼくの木だと思われているから，ことわれない。
・誰が書いたのかな。

・心がもやもやする。

・誰かが，ぼくのうそを知っているかも。
・やっぱりうそは，だめ。
・ずるして，自分だけ食べては，だめ。
・みんなで食べた方がおいしい。

・うそをついたままだと，楽しく遊べない。

３　自分の生活を振り返る。
　ｏうそをつかず，正直に言ったとき，どんな気持ちになるか発表する。
　 ・すっきりする。
　 ・気持ちがいい。
　 ・もやもやしない。
４　本時の感想を書く。
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	ｏ名前は言わずに，どんなことがあって，どう思ったかだけを言うようにさせる。
ｏ思いつかないときは，遊びのルールを守らない人や，掃除のときに掃除をごまかして，ずるしている人を見たことがないか聞く。
ｏ教師が読んでいる箇所を指でなぞりながら聞かせる。
ｏさるへいが自分のことしか考えていないことに気付かせる。
ｏさるへいの自分勝手な気持ちに共感させる。
ｏ１つ目の立て札を見せながら，さるへい
の気持ちを考えるようにさせる。
ｏさるへいが，他のさるに，柿を食べられないようにしたいことを押さえる。
ｏもやもやの気持ちとすっきりの気持ちを表す掲示用の数直線で表す。
ｏ２つ目の立て札を見せながら，ほかのさるは，さるへいの木だと思っていることと，「遠慮なく取って食べてください」と書かれていること押さえる。
ｏ心みつけのノート①に，自分の考えを書かせる。
ｏ仕方なく，食べていいと言った気持ちも
　認めつつ，うそをついていると，もやもやするという気持ちを引き出す。
ｏ発言に合わせ，さるへいのもやもやの気持ちと，すっきりの気持ちを，数直線で表す。
補なぜ，気味が悪くなってしまったのでしょうか。
評うそやごまかしをしたままにしているときの気持ちを考えている。　
　　　　　　　　　　　　（発表・観察）
ｏどんなときに正直に言ったら，どんな気持ちになったか，発表させる。
ｏ本時の感想を心みつけのノート②に書かせる。
評正直で誠実に生活しようとしている。　　　　　（心みつけのノート）


７　本時の評価
　ｏ明るく元気に生活するために，うそをついたりごまかしたりせず，正直に過ごそうという気持ちを深めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表・観察・心みつけのノート）
８　備　　　考
ｏ正直な気持ちを｢すっきり｣，そうでない気持ちを｢もやもや｣という言葉におきかえ，それらを表す数直線を使って，それぞれの場面の気持ちを視覚的にとらえられるようにする。
ｏ児童が主体的に授業に参加できるよう，相互指名を行わせる。
９　指導と評価














さるへいがうその立てふだを立てたのは，なぜでしょう。





｢うそをかいてはいけません｣と書かれたとき，さるへいはどんな気持ちになったでしょう。





「ほしいかたは，えんりょなくとってたべてください」と書かれたとき，さるへいはどんな気持ちになったでしょう。















